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伊
藤
誠
・
大
藪
龍
介
・
田
畑
稔
編

『
21
世
紀
の
マ
ル
ク
ス

―
―
マ
ル
ク
ス
研
究
の
到
達
点
』

         （
新
泉
社
、
二
〇
一
九
年
）

評
者
：
明
石
英
人　
　
　
　
　

  　
　

    

　

マ
ル
ク
ス
の
生
誕
二
〇
〇
年
を
記
念
し
た
論
文
集
で
あ
る
本
書
の

「
ま
え
が
き
」
に
は
、「
マ
ル
ク
ス
研
究
の
今
日
的
な
到
達
点
を
提
示

す
る
こ
と
を
課
題
」（
三
頁
）
と
し
た
と
あ
る
。
九
名
の
著
名
な
研

究
者
が
、「『
資
本
論
』
関
連
の
研
究
」
お
よ
び
「
哲
学
、
政
治
理
論
、

歴
史
理
論
、
未
来
社
会
構
想
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
論
」（
四
〜
五
頁
）
と

い
う
視
角
か
ら
執
筆
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
伊
藤
誠
氏
が
、
第

一
章
「『
資
本
論
』
と
現
代
」
を
担
当
し
、
大
谷
禎
之
介
氏
が
、
第

二
章
「
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
『
資
本
論
』
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」
を

担
当
し
た
こ
と
は
、
非
常
に
意
義
深
く
感
じ
る
。
日
本
の
マ
ル
ク
ス

研
究
は
、
諸
「
学
派
」
が
切
磋
琢
磨
し
つ
つ
発
展
し
て
き
た
が
、「
マ

ル
ク
ス
離
れ
」
が
深
刻
な
状
況
に
お
い
て
、
い
ま
や
「
学
派
」
横
断

的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
本
書
は
、
こ
の
課
題
を
強
く
意
識

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

伊
藤
氏
は
、
宇
野
派
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
原
理
論
・
段
階
論
・

現
状
分
析
の
枠
組
み
の
も
と
、「
労
働
力
の
商
品
化
の
無
理
」
論
を

基
軸
に
、
と
り
わ
け
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
資
本
主
義
圏
と
社
会

主
義
に
お
け
る
「
双
対
的
な
危
機
」（
四
八
頁
）
を
論
じ
る
。
伊
藤

氏
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
や
地
域
通
貨
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、

二
一
世
紀
の
社
会
主
義
へ
の
道
の
り
、
ま
た
「
市
場
社
会
主
義
」
の

あ
り
方
が
多
様
性
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
り
う
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

　

大
谷
氏
は
、
対
照
的
に
、
草
稿
や
書
簡
な
ど
の
厳
密
な
テ
ク
ス
ト

読
解
を
展
開
し
、「
プ
ラ
ン
問
題
」
を
解
き
明
か
す
。
そ
こ
か
ら
、「
経

済
学
批
判
」
の
核
心
が
、
物
象
化
の
も
と
で
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
学

の
「
歴
史
的
な
制
限
性
」（
六
二
頁
）
を
暴
く
こ
と
で
あ
り
、
社
会

を
再
生
産
す
る
主
体
と
し
て
の
「
労
働
す
る
諸
個
人
」
が
資
本
主
義

の
運
動
法
則
を
認
識
し
た
「
自
己
認
識
」
と
し
て
、『
資
本
論
』
は

理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　

第
三
章
の
佐
々
木
隆
治
氏
「
物
象
化
論
と
『
資
本
論
』
第
一
部
の

理
論
構
造
」
も
、
精
緻
な
テ
ク
ス
ト
読
解
に
基
づ
く
手
法
を
と
る
。

物
象
化
を
生
産
関
係
・
生
産
過
程
・
再
生
産
過
程
の
物
象
化
と
し
て

分
節
化
し
、
と
り
わ
け
生
産
関
係
の
物
象
化
を
、
私
的
労
働
と
い
う

社
会
的
形
態
に
規
定
さ
れ
た
物
象
化
、
物
象
の
人
格
化
、
制
度
お
よ

び
法
律
に
よ
る
（
物
象
化
に
と
も
な
う
）
軋
轢
・
矛
盾
の
媒
介
と
い

う
三
段
階
で
把
握
す
る
点
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
。

　

一
転
し
て
、
第
四
章
の
大
黒
弘
慈
氏
「
資
本
の
統
治
術
」
が
取
る

手
法
は
、
い
わ
ば
「
現
代
思
想
」
的
で
あ
る
。
フ
ー
コ
ー
の
統
治
性

の
議
論
を
マ
ル
ク
ス
の
価
値
形
態
論
の
な
か
に
読
み
取
ろ
う
と
す
る

試
み
で
、
そ
こ
に
宇
野
派
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
介
在
し
て
い
る
。「
生

産
論
の
手
前
で
、
資
本
固
有
の
統
治
の
あ
り
方
を
流
通
諸
形
態
の
う

ち
に
独
自
に
探
ろ
う
」（
一
二
八
頁
）
と
い
う
表
現
に
そ
れ
は
表
れ

て
い
る
。
著
者
の
言
説
自
体
が
、
権
力
関
係
を
帯
び
た
「
価
値
空
間

に
揺
さ
ぶ
り
」（
一
五
四
頁
）
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

第
五
章
は
田
畑
稔
氏「
マ
ル
ク
ス
の『
生
活
過
程
』論
」で
あ
り
、『
ド

イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
を
中
心
に
関
連
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
徹
底
的
に

精
査
す
る
手
法
が
取
ら
れ
る
。「
生
活
過
程
」
は
、
複
雑
に
分
節
化

し
た
諸
契
機
の
「
活
動
的
相
互
媒
介
」（
一
八
八
頁
）
で
あ
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
土
台
―
上
部
構
造
論
か
ら
一
般
に
連
想

さ
れ
る
よ
う
な
、「
静
止
状
態
」
や
「
単
純
な
制
約
関
係
」（
一
七
五
頁
）

を
前
提
す
る
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
マ
ル
ク
ス
が
採
用
し
て
い
な
い

こ
と
を
証
明
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

第
六
章
の
大
藪
龍
介
氏
「
マ
ル
ク
ス
政
治
理
論
の
転
回
」
は
、
マ

ル
ク
ス
の
時
論
的
な
著
作
に
注
目
し
、
彼
の
政
治
理
論
が
「
大
き
な

限
界
と
空
白
」（
二
三
二
頁
）
を
有
す
る
と
結
論
づ
け
る
。
一
八
五
〇

年
代
前
半
ま
で
の
英
仏
の
情
勢
分
析
に
お
い
て
は
「
全
般
的
に
、
経

済
的
動
向
の
政
治
へ
の
自
動
的
な
反
映
の
論
調
が
特
徴
的
で
あ
っ

た
」（
二
一
三
頁
）
な
ど
と
見
る
著
者
の
評
価
は
、
評
者
の
見
方
と

は
異
な
る
が
、
そ
の
「
論
調
」
の
転
回
点
を
一
八
五
七
年
恐
慌
に
見

い
だ
す
点
は
、
大
変
興
味
深
い
。

　

第
七
章
の
平
子
友
長
氏
「
マ
ル
ク
ス
の
歴
史
把
握
の
変
遷
―
市
民

社
会
論
マ
ル
ク
ス
主
義
批
判
」
で
、
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た

す
の
が
、
マ
ル
ク
ス
の
「
マ
ウ
ラ
ー
抜
粋
ノ
ー
ト
」
で
あ
る
。
こ
の

歴
史
学
者
の
ゲ
ル
マ
ン
的
共
同
体
に
関
す
る
著
作
を
研
究
す
る
こ
と

で
、マ
ル
ク
ス
は
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
段
階
で
の
「
本
源
的
所
有
」

に
関
す
る
歴
史
的
な
把
握
を
飛
躍
的
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
疎

外
さ
れ
ざ
る
私
的
所
有
を
歴
史
観
の
要
に
置
く
「
市
民
社
会
論
マ
ル

ク
ス
主
義
」は
、『
要
綱
』の
理
解
そ
の
も
の
に
お
い
て
も
問
題
が
あ
っ

た
が
、
こ
こ
で
そ
の
歴
史
観
全
体
が
鮮
や
か
に
批
判
さ
れ
て
い
る
。

　

第
八
章
の
国
分
幸
氏
の
「
非
政
治
的
国
家
と
利
潤
分
配
制
社
会
主

義
―
ポ
ス
ト
・
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
社
会
主
義
に
寄
せ
て
」
は
、
社

会
主
義
国
家
論
に
関
し
て
、マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
み
な
ら
ず
、

バ
ク
ー
ニ
ン
や
レ
ー
ニ
ン
を
も
比
較
す
る
。
社
会
に
再
吸
収
さ
れ
る

国
家
に
も
残
る
は
ず
の
管
理
行
政
的
な
機
能
を
め
ぐ
る
、
彼
ら
の
微

妙
な
差
異
を
指
摘
し
て
い
る
。官
僚
制
に
陥
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
、

「
従
業
員
持
株
制
」
の
よ
う
な
「
共
占
有
」
が
、
マ
ル
ク
ス
の
考
え

る
方
向
性
に
近
い
と
著
者
は
想
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

最
終
章
の
尾
関
周
二
氏
の
「
マ
ル
ク
ス
の
脱
近
代
思
想
と
エ
コ
ロ

ジ
ー
的
潜
勢
力
―
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
め
ぐ
る
連
帯
の
拡
大
へ
向
け
て
」

は
、『
経
哲
草
稿
』
と
『
資
本
論
』（
お
よ
び
そ
れ
以
後
）、そ
し
て
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
連
続
性
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
若
き
マ
ル

ク
ス
の
「
自
然
主
義
と
人
間
主
義
の
統
一
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
は
、『
資

本
論
』
に
お
け
る
「
物
質
代
謝
」
の
亀
裂
・
攪
乱
へ
の
批
判
に
連
な

り
、そ
れ
が
感
性
豊
か
な
モ
リ
ス
の
思
想
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
。

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
人
間
―
自
然
関
係
だ
け
で
な
く
、
人
間
―
人

間
関
係
の
再
編
と
い
う
著
者
の
モ
チ
ー
フ
も
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
あ
か
し　

ひ
で
と
・
駒
澤
大
学
）

書評書評


